（ロータリー財団）委員会　2015-16年度活動報告
委 員 長：（　　今福　修吾　　　）
副委員長：（　　吉永　由香　　　）
委　　員：（　　　　　　　　　　）

【年次目標】
年次寄付目標【２７３０地区目標】：１５０＄／人（日本円：約１８，５００円）
※まずは前年実績（約３，３００円／人）を超えるよう、可能な範囲での寄付を依頼する。


【年次計画】
（1） 例会を活用した財団への寄付意識を高める啓発活動の実施
（2） Ｗｅｂ例会場の改造による寄付しやすい環境の構築
（3） Ｗｅｂ例会場での会員寄付実績及び地区振込実績報告の実施
（4） 地区補助金の活用に関する啓発活動の実施


【活動計画】
	タイトル
	寄付しやすい環境つくりのためのＷｅｂ例会場の改造

	活動内容
	会員が各種寄付（財団、米山、ニコニコ）を簡単に実施できるようにする

	活動時期(期間)
	７月～８月

	予算
	５０，０００円

	備考
	米山奨学金委員会と協力して検討する



	タイトル
	ロータリー財団月間に伴う寄付啓発プログラム

	活動内容
	ロータリー財団受給者等による記念講話（寄稿）の実施

	活動時期(期間)
	１１月

	予算
	０円

	備考
	２７３０地区内で該当者がいないか調査する。




【活動報告】
（１）2015-2016年度　寄付実績（最終）
	区　分
	寄付者数
	寄付金額
	平均額（／人）

	年次基金
	１４名
	１３５，０００円
	約６，１００円

	ポリオプラス(※)
	　１名
	１０，０００円
	　　約５００円


　　　※ポリオプラスには、３月２１日に鹿児島で実施した募金活動の金額は含まれておりません。



（２）例会を活用した財団への寄付意識を高める啓発活動の実施
	実施回
	メインプログラム主題
	主な内容

	第16回例会
	ロータリー財団について
	寄付の種類と重点項目等

	第17回例会
	ロータリーと私
	ロータリー財団奨学生による卓話

	第38回例会
	ロータリー財団について
	ロータリー財団の理解と寄付のお願い



（３）寄付しやすい環境つくりのためのＷｅｂ例会場の改造
　　　　Ｗｅｂ例会場の改造は実施しなかった。（予算も未消化）

【次年度にむけて】
（１）ロータリー財団への寄付意識を高める啓発活動の実施による今年度を超える寄付の獲得
（２）奉仕プロジェクト委員会と連携した使途指定寄付（ポリオプラス）増額の取り組み実施
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